


●新！委員会構成

●町民参加型政策提案学習会

●議会だよりしょうわ 創刊40周年！

●議会基本条例改正

●議会災害対策本部設置要綱改正

●議員防災訓練

●県広報コンクール町村議会部門で
6年連続最優秀賞受賞！

●委員会提出議案 道州制断固反対！
国へ意見書提出

●議員定数問題 来期も16名で実施
（議員協議会で決定）

●議員提出議案 月額報酬を減額
（H25.7～H26.3）

●全国町村議会議長会

町村議会特別表彰受賞！

　
議
会
は
地
方
分
権
型
社

会
に
対
応
で
き
る
議
会
を

目
指
し
「
学
ぶ
議
会
」「
行

動
す
る
議
会
」「
改
革
・
変

革
す
る
議
会
」
と
3
本
柱
で

多
種
多
様
な
議
会
改
革
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
就
任
以
来
、さ
ら

に「
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
」

を
加
え
、開
か
れ
た
議
会
運

営
に
努
め
ま
し
た
。
町
制
40

周
年
記
念
体
験
発
表
会
、議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
、議
会
災

害
対
策
本
部
設
置
要
綱
の

制
定
、ま
た
、山
梨
学
院
大

学
と
提
携
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、初
の
試
み
で
町

民
を
交
え
た
「
政
策
提
案

学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
19
年
か
ら

の
議
会
改
革
が
認
め
ら
れ
、

本
年
2
月
に
全
国
町
村
議

会
議
長
会
で
特
別
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
賞
は

町
民
1
9
、1
3
6
人
（
Ｈ

27
・
3
現
在
）
全
員
で
い
た

だ
い
た
賞
で
あ
り
、誠
に
誇

り
高
い
も
の
で
す
。
国
会
で

も
地
方
創
生
、地
方
活
性
化

に
取
り
組
む
中
、県
及
び
各

市
町
村
が
切
磋
琢
磨
し
、地

方
が
元
気
に
な
る
よ
う
期

待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
議
長
　
萩
原
　
馨

町民参加型政策提案学習会
県下初の受賞！



●活発な委員会研修
●山梨学院大学生との
　ワークショップ

●議会災害対策本部設置要綱制定

●県下初！議会モニター発足

●議員防災訓練

●全国町村議会広報
　コンクールで149号が

最優秀賞受賞

山梨学院大学生とのワークシップ

宮城県利府町視察

●　　　　　町制40周年体験発表会議会主催

体験発表風景

防災備蓄倉庫確認（押原公園）



昭和町の未来を描く長期計画であり、町の
すべての計画の指針となるもの。町民にと
って望ましい将来像の方向性を導くほか、
中部横断道やリニア中央新幹線の開通を見
据えたまちづくりや人口減少対策等、計画
に盛り込んでいきます。

1 第6次総合計画を策定

将来的な人口減少対策と、定住人口を増やすことに重点をおき、
本町の地域性を考えながら法令に沿った範囲で、開発行為を進
めていきます。

2 調整区域内の土地利用のあり方を検討

老朽化した中央公民館の更新を考え、補助
金や交付金の活用などのほか、生涯学習館
建設の具体的な方向性を示していきます。

3 生涯学習館の設置

町民にとって何が必要なのか、町民目線で
しっかり見定め、対応を進めていきます。

4 子育て支援策の具体化と高齢者
の見守りに関する方策の構築

文化活動の様子（町コーラス部）



・押原駐在所の交番化（H27.4～開所）
・セキュリティーポリシー計画（H18年策定）の更新
・各区の要望に基づく道水路、河川改修ほか
　西条・昭和インター線の開通等の継続整備
・調整区域内の開発許可権限移譲
・常永土地区画整理事業に関連する工事等の完了

・町内で活躍する各種団体との連携・支援の継続
・釜無・国母両工業団地の企業との連携強化
・ふるさと納税の推進

・保育料のあり方や子育て支援方策の検討・具体化
・子どもの医療費助成の検討

・町イベント｢エコしょうわ｣や太陽光発電設備の設置補助金の継続
・農業後継者の確保、町ブランド米補助等の助成事業の継続
・JA中巨摩東部農協との連携による営農指導

・英語教育、キャリア教育、防災教育等の継続・推進
・本町の象徴　源氏ボタルの保護・活動・PRの推進
・体育協会やスポーツ推進委員による活動等の支援
・文化協会会員等の活動、周知啓発

・子どもたちが年齢を重ねても健康で暮らせる生活環境の提供
・高齢者福祉の中でワクチン接種の継続、ふれあいサロン等の活動支援ほか、
　認知症対策、高齢者支え合いの仕組みの強化
・障がい者・寡婦・ひとり親家庭への支援策の充実化

町の安全を守ります

たくさんのホタルが育ちますように

！！



※数値は端数調整して
　あるため、合計が一致
　しない場合があります。

つながりで提携

歳出合計
65億7300万円

民生費
24億2961万円
（37.0%）

総務費
9億3077万円
（14.2%）

土木費
8億8324万円
（13.4%）

教育費
8億2072万円
（12.5%）

公債費
5億8806万円（8.9%）

衛生費
4億9457万円
（7.5%）

消防費　2億4347万円（3.7%）
議会費　1億472万円（1.6%）

農林水産費4911万円（0.7%）
商工費2155万円（0.3%）
その他718万円（0.1%）

町税
42億1356万円（64.1%）

国庫支出金
7億3917万円
（11.2%）

県支出金
4億7211万円
（7.2%）

繰入金
4億6900万円
（7.1%）

分担・負担金
1億7516万円（2.7%）

使用料・手数料
6343万円（1.0%）

諸収入ほか
6917万円
（1.1%）

地方消費税交付金
2億8000万円（4.3%）

地方贈与税ほか　7250万円（1.1%）
町債（借入金）　1890万円（0.3%）

町税内訳

町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

17億918万円

21億6658万円

2億9281万円

4368万円

歳入合計
65億7300万円

自

主

財
源

（75.9％）

依存財
源

（24.1％）（24.1％）



一般会計
の

主な事業

・保育所運営費

・児童手当

・障害者福祉費扶助費（給付費等）

・中巨摩地区広域事務組合負担金

7億4900万円

3億8568万円

2億9060万円

1億5244万円

※反対：深澤平助議員

■平成27年度一般会計（骨格予算）・特別会計予算
平成27年度予算 平成26年度予算

賛成14：反対1

全員賛成

全員賛成

賛成14：反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
下 水 道 事 業
渇水対策事業

特
 
別
 
会
 
計

一　般　会　計 △4.9%

14.4%

3.5%

15.8%

4.8%

△0.6%

△5.6%

合　　計

65億7300万円

20億5300万円

1億3560万円

9億6558万円

1613万円

10億21万円

612万円

107億4964万円 0.5%

会　計　名
69億1000万円

17億9500万円

1億3100万円

8億3354万円

1539万円

10億599万円

648万円

106億9740万円

前年度比 可否

※骨格予算：町長選挙により、最低限必要な経費を盛り込んで編成する予算

小さい町

平成27年度
一般会計

人口：11232人
（2015年4月1日現在）

面積：19.07㎞2

人口：19136人
（2015年3月末現在）

面積：9.08㎞2

人口：7243人
（2015年3月末現在）

面積：85.23㎞2



年度末を控えた予算編成で多くの費目が減額となる中、国・県等

で確定している補助金額、また未確定な町税、補助金等をできる

限り考慮し見込んだ。歳入では法人町民税と固定資産税の増収を

見込み、保育緊急確保事業費補助金を増額補正。歳出では主に保

育士等処遇改善臨時特例補助金を増額補正し、国民健康保険・下

水道事業特別会計繰出金を減額補正した。また事業執行後の不用

額を併せ、1億3207万円を基金に積み立てた。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

 
平
成
27
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
3
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

予
算
7
案
件
の
ほ
か
、
26
年
度
の
補
正
予
算
7
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
13
件
、

そ
の
他
5
件
、
ま
た
人
事
案
件
1
件
の
計
33
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

 
一
般
質
問
に
は
5
人
の
議
員
が
10
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、

町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

介護サービス会計

下水道事業会計

渇水対策事業会計

…………△2845万円

……………616万円

……………………667万円

……………△43万円

……………△4170万円

……………△0.1万円

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

（総額：17億9010万円）

（総額：1億3716万円）

（総額：8億7075万円）

（総額：1517万円）

（総額：9億6781万円）

（総額：648万円）

みんなで遊んで楽しいね



ゆ
き

べ

い
そ

ひ
ろ

・
昭
和
町
教
育
委
員
会
委
員
の

　
任
命

▼
新
任

　
磯
部
　
幸
廣
氏

　
（
築
地
新
居
区
）

※
任
期
4
年

※
全
員
賛
成
で
同
意

・
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

　
業
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

　
る
条
例
の
改
正

・
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

　
の
事
業
に
関
す
る
基
準
等
を

　
定
め
る
条
例
の
改
正

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
者
等
の
指
定
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

・
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
、
ま
た
関
係
法
律
の
施

行
に
伴
い
介
護
保
険
料
を
改
定

す
る
も
の
。

※
賛
成
14
、
反
対
1
（
深
澤
平

　
助
議
員
）

・
行
政
手
続
条
例
中
改
正

・
昭
和
町
議
会
の
議
員
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

正
す
る
も
の
。

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　
人
事
院
勧
告
お
よ
び
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
伴
い
給
与
を
引

き
下
げ
る
も
の
（
平
均
2
％
）
。

・
地
下
水
採
取
の
適
正
化
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　
地
下
水
の
目
的
以
外
の
利
用

を
制
限
す
る
こ
と
を
追
記
す
る

も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
指
定
介
護
予
防
支
援
な
ど
の

　
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

　
に
指
定
介
護
予
防
支
援
な
ど

　
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

　
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

　
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制

　
定

※
賛
成
14
、
反
対
1
（
深
澤
平

　
助
議
員
）

※
討
論
あ
り

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う

制
定
。

※
賛
成
14
、
反
対
1
（
深
澤
平

　
助
議
員
）

・
昭
和
町
教
育
長
の
職
務
に
専

　
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す

　
る
条
例
の
制
定

・
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

　
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

　
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

　
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定

　
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
す
る
な
ど
、
教
育
行
政
の

責
任
の
明
確
化
を
図
り
、
組
織
・

運
営
を
強
化
す
る
も
の
。

（
町
で
は
平
成
28
年
10
月
1
日

よ
り
実
施
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
町
道
路
線
の
認
定

　
県
道
甲
斐
中
央
線
田
富
町
敷

島
線
の
一
部
を
町
に
移
管
す
る

も
の
。

・
山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員
公

　
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解
散

・
山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員
公

　
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解
散

　
に
伴
う
財
産
処
分

・
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組

　
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

　
変
更
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村

　
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

・
南
ア
ル
プ
ス
市
外
二
市
一
町

　
指
導
主
事
共
同
設
置
規
約
の

　
一
部
変
更

　
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
と
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
の
事
務
処
理
を
統

合
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
介
護
保
険
は
18
年
前
に
制

定
さ
れ
、
全
国
統
一
の
制
度

で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
要
支

援
の
み
市
町
村
に
任
せ
る
の

は
国
の
責
任
を
放
棄
す
る
こ

と
で
、
制
度
の
改
悪
と
い
え

る
た
め
反
対
す
る
。

深
澤
平
助
議
員

反
対
討
論

　
厚
生
労
働
省
令
の
基
準
は
、

目
的
達
成
の
た
め
の
必
要
最

低
限
の
内
容
で
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
適
切
な

事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、

特
段
の
支
障
は
な
い
た
め
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論

林
　
和
仁
議
員



第
1
回
定
例
会（
3
月
）
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

石
原
議
員
　
行
財
政
改
革
審
議
会
の

委
員
報
酬
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

1
度
も
会
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
。

総
務
課
長
　
第
3
次
行
財
政
改
革
は

作
成
済
み
で
、
問
題
が
あ
れ
ば
開
催

す
る
予
定
で
予
算
計
上
し
た
が
、
特

に
問
題
が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
開

催
し
な
か
っ
た
。

深
澤
（
克
）
議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
伴
う
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、
番
号
利
用
法

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
に
関
連
し
、

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
各
課
の
情
報
が
統
合
さ
れ
る

と
情
報
漏
え
い
等
、
危
険
性
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
防
御
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
平
成
26
年
度
に
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
の
立
ち

上
げ
と
基
本
方
針
の
見
直
し
を
実
施

し
、
27
年
度
に
対
策
基
準
・
実
施
手

順
を
作
成
し
、
運
用
し
て
い
く
。
そ

れ
に
基
づ
き
職
員
研
修
を
実
施
し
、

情
報
の
大
切
さ
の
自
覚
と
シ
ス
テ
ム

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
を
図
る
。

行
財
政
改
革
審
議
会
が

開
か
れ
な
い
の
は

町
職
員
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は

鋭い質疑が飛び交う委員会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

深
澤
（
平
）
議
員
　
す
で
に
押
原
小

は
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
の
小

中
学
校
全
て
来
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
る
。

学
校
運
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成

は
。

学
校
教
育
課
長
　
保
護
者
や
学
識
経

験
者
な
ど
15
名
。

河
田
議
員
　
今
ま
で
の
学
校
評
議
員

は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長
　
学
校
運
営
協
議
会
へ
移
行

す
る
た
め
、
な
く
な
る
。

福
島
議
員
　
給
食
費
の
滞
納
が
急
激

に
増
加
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

深
澤
（
克
）
議
員
　
滞
納
の
理
由
を

細
か
く
分
析
す
る
た
め
、
税
務
課
・

福
祉
課
な
ど
行
政
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
だ
。

学
校
教
育
課
長
　
町
内
四
校
の
学
校

管
理
者
と
の
共
有
と
関
連
す
る
課
と

の
連
携
を
図
り
、
取
り
組
み
た
い
。

学
校
運
営
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
構
成
は

給
食
費
滞
納
増
加
対
策
は

栄養バランスのとれた給食



第
1
回
定
例
会（
3
月
）
委
員
会
質
疑

水
源
対
策
特
別
委
員
会

田
中
議
員
　
清
水
新
居
区
に
建
設
さ

れ
る
、
ホ
タ
ル
の
里（
※
仮
称
）の
付

近
に
井
戸
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
届
け
出
が
な
い
た

め
、
井
戸
は
な
い
と
思
う
。

林
議
員
　
施
設
入
居
者
数
を
考
え
る

と
、
風
呂
や
ト
イ
レ
等
の
使
用
量
と

し
て
7
・
4
立
方
メ
ー
ト
ル
と
は
少

な
い
が
。

副
町
長
　
福
祉
施
設
で
は
飲
み
水
等

は
殺
菌
し
た
水
を
使
用
す
る
。
用
途

に
よ
り
使
用
す
る
水
が
異
な
る
た
め
、

地
下
水
使
用
量
を
少
な
く
見
込
ん
で

い
る
。
事
業
者
に
直
接
確
認
す
る
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
5
地
点
で
常
時

水
位
の
観
測
を
し
て
い
る
が
、
各
地

区
に
1
カ
所
作
っ
て
昭
和
町
全
体
の

水
位
を
観
測
し
た
ら
ど
う
か
。
特
に

渇
水
期
に
は
西
条
一
区
か
ら
西
条
新

田
に
か
け
て
水
位
が
非
常
に
低
い
。

副
町
長
　
町
は
不
透
水
層
が
少
な
く

西
条
の
カ
イ
ン
ズ
付
近
、
ま
た
阿
原

地
区
以
外
は
砂
れ
き
の
土
地
が
多
い
。

試
験
井
戸
を
ど
こ
に
す
る
か
、
ま
た
、

不
透
水
層
の
位
置
図
的
な
も
の
の
作

成
等
、
山
梨
大
学
の
先
生
と
協
議
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ホ
タ
ル
の
里
（
特
養
）

井
戸
設
置
届
け
出
は

産
業
土
木
常
任
委
員
会

河
住
議
員
　
耐
震
調
査
費
用
は
。

都
市
整
備
課
長
　
内
容
に
よ
り
差
が

あ
る
。
補
助
と
し
て
4
万
5
千
円
を

予
算
計
上
。

福
島
議
員
　
耐
震
化
率
が
伸
び
な
い

原
因
は
。

都
市
整
備
課
長
　
希
望
者
が
行
う
た

め
強
制
で
き
な
い
。
戸
別
訪
問
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

福
島
議
員
　
区
画
整
理
地
内
の
多
目

的
広
場
の
防
犯
は
。

都
市
整
備
課
長
　
ト
イ
レ
の
屋
根
な

ど
に
、
記
録
式
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

あなたの家は大丈夫ですか

住
宅
耐
震
を
進
め
る
べ
き
で
は

多
目
的
広
場
の
防
犯
を

議
会
に
よ
る
現
場
視
察

特別養護老人ホーム　ほたるの郷・翔和（視察）

・
町
総
合
会
館
に
設
置
さ
れ
た

　
太
陽
光
発
電
設
備
を
視
察
。

（
災
害
時
に
使
用
す
る
目
的
で

　
設
置
。
発
電
容
量
は
10
　

kw
）

・
井
戸
端
会
議
（
押
越
区
）
で

　
問
題
提
起
さ
れ
た
現
場
調
査
。

（
町
に
進
言
し
、
対
応
を
依
頼
）

※
H
27
年
4
月
1
日
よ
り
、

　
「
ほ
た
る
の
郷
・
翔
和
」
と

　
し
て
運
営
を
ス
タ
ー
ト

さ
と



第
1
回
定
例
会（
3
月
）
委
員
会
質
疑

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

ふ
れ
あ
い
保
養
施
設

松
崎
町
と
契
約
締
結

ふ
る
さ
と
納
税
の

特
典
提
供
経
費
を
少
な
く

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
金

商
工
会
会
員
店
で
使
用
を

町民と商店をつなぐため

深
澤
（
平
）
議
員
　
松
崎
町
と
契
約
し

た
が
、
1
泊
3
千
円
の
補
助
な
の
か
。

総
務
課
長
　
1
泊
3
千
円
補
助
、
ま

た
、
美
術
館
等
の
見
学
料
1
、

5
0
0
円
を
補
助
し
、
併
せ
て
4
、

5
0
0
円
の
補
助
。

遠
藤
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
諸
経

費
が
55
％
で
、
税
収
と
し
て
の
寄
付

金
額
は
45
％
と
な
る
。
経
費
が
か
か

り
す
ぎ
で
は
。

副
町
長
　
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち

か
、
第
3
の
税
と
捉
え
る
か
で
考
え

方
も
違
っ
て
く
る
。
納
税
1
万
円
に

対
し
特
典
が
3
千
円
。
業
者
委
託
料

や
ネ
ッ
ト
使
用
料
、
通
信
・
運
搬
費

を
含
め
る
と
経
費
が
か
か
る
。

遠
藤
議
員
　
町
を
思
う
気
持
ち
を
考

え
る
と
、
特
典
は
20
％
で
良
い
の
で

は
。

副
町
長
　
ネ
ッ
ト
や
持
参
で
寄
付
を

受
け
る
が
、
全
国
的
に
も
特
典
は
30

％
く
ら
い
。
認
知
度
を
深
め
る
た
め

に
も
、
4
月
か
ら
こ
れ
で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

遠
藤
議
員
　
消
費
喚
起
型
の
国
、
県

交
付
金
事
業
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
と
し
て
1
万
円
に
2
千
円
の
上
乗

せ
、
子
育
て
関
連
で
、
さ
ら
に
千
円

上
乗
せ
し
て
発
行
す
る
が
、
対
象
者

に
ど
の
よ
う
な
形
で
発
行
す
る
の
か
。

ま
た
商
工
会
会
員
店
（
地
元
商
店
）

で
の
使
用
を
望
む
が
、
町
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
今
後
検
討
し
て
い
く
が
、

金
額
に
つ
い
て
は
、
町
費
を
使
わ
ず

交
付
金
事
業
内
で
の
対
応
と
し
、
7

月
を
目
処
に
最
大
で
5
千
部
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
は
消
費
喚
起
な

の
で
全
国
レ
ベ
ル
で
の

使
用
を
考
え
て
い
る
が
、

町
は
で
き
る
限
り
商
工

会
会
員
店
で
の
使
用
と

し
た
い
。

旅
行
の
計
画
の
ひ
と
つ
に

町の活性化に



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

1
平成26年6月議会　質問者：石原高明議員

新たな町教育行政方針は

本町独自の昭和教育実現に向け、さ
まざまな取り組みを推進してきたが、
平成25年度で計画期間が5年目となる。
新たな策定が必要では。

新「昭和町教育方針」は平成26年6月
中の完成を目指す。これまで「昭和
教育」に携わってきた方々の思いを
継承し、発展を目指し、町の特色を
生かした施策を盛り込みたい。

その後

昭和町教育方針
（Ｈ26～30年度）
が定められ、町
ホームページか
ら確認できます。

①1月19日　山梨学院大学との研修会
　「広域的なまちづくりについて」
　講師：中井道夫教授

②2月2日　香川県綾川町議会視察受入
　「議会アドバイザー（モニター）・議会基本条例について」

③2月13日　山梨県富士川町議会視察受入
　「山梨学院大学との連携内容について」

④2月27日
　「甲府盆地及び昭和町における地下水の状況について」
　講師：山梨大学国際流域環境研究センター
　　　　特任助教・博士（工学）　中村高志氏

水源対策特別委員会

香川県綾川町議会の皆さまと



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

緊急輸送道路付近（築地新居区）

町
長

町
長

町
長

石
原

事
業
評
価
と

総
合
計
画
策
定
は

審
議
会
を
設
置
し

多
く
の
声
を
反
映

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

啓
発
に
努
め
、
降
灰

収
集
袋
は
町
で
回
収

富
士
山
噴
火
、
災
害

対
策
備
品
見
直
し
は

石
原

石
原

第
5
次
総
合
計
画
が
27

年
で
終
了
す
る
。
分
野

別
の
上
位
計
画
の
主
要
事
業
を
対

象
に
、
第
三
者
に
よ
る
事
業
評
価

を
実
施
す
る
考
え
と
、
次
期
計
画

に
町
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込

む
の
か
。

町
独
自
で
制
度
化
し
た

評
価
手
法
の
、
協
働
政

策
評
価
を
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
今
ま
で
同
様
に
、
議
員
と

精
力
的
に
事
業
評
価
を
進
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
に
協
議
し
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
次

期
総
合
計
画
は
審
議
会
を
設
置
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
や
高
齢

者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、
生

涯
学
習
拠
点
整
備
な
ど
の
考
え
も

盛
り
込
み
、
未
来
の
昭
和
町
の
姿

を
描
い
て
い
き
た
い
。

東
海
地
震
は
い
つ
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

大
規
模
災
害
時
に
緊
急
輸
送
道
路

や
避
難
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

事
だ
が
、
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強

は
そ
の
た
め
の
目
的
手
段
だ
。
避

難
路
や
緊
急
輸
送
路
確
保
は
。

緊
急
輸
送
道
路
は
大
規

模
災
害
発
生
時
、
指
定

車
両
し
か
通
行
で
き
な
い
。
防
災

拠
点
の
役
場
・
避
難
所
・
ヘ
リ
ポ

ー
ト
等
を
結
ぶ
道
路
も
輸
送
路
を

確
保
し
、
通
行
障
害
建
築
物
も
耐

震
化
を
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
。

災
害
時
通
行
不
能
道
路
は
、
建
設

業
者
に
輸
送
道
路
確
保
の
協
力
を

得
た
い
。

降
灰
影
響
予
想
範
囲
の

中
に
、
甲
府
盆
地
に
10

㎝
ほ
ど
の
降
灰
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

降
灰
袋
と
併
せ
、
災
害
対
策
用
備

蓄
品
の
確
保
は
。

町
及
び
自
助
と
し
て
事

前
に
準
備
す
る
備
蓄
品
や
、

降
灰
の
場
合
の
注
意
事
項
を
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。

降
灰
を
収
集
し
た
袋
は
町
で
回
収
し
、

町
民
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
い
る
。

通
行
障
害
建
築
物

耐
震
化
を
啓
発

緊
急
輸
送
道
路

避
難
路
確
保
は



文化活動が活発に行われるために

田
中

町
長

田
中

町
長

市街化調整区域内の開発は
条例制定など段階的に進める

図
書
館
機
能
を
併
設
し

建
設
の
道
筋
つ
け
る

生
涯
学
習
活
動
拠
点

施
設
の
検
討
経
過
は

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

調
整
区
域
内
の
開
発
許

可
事
務
権
限
の
運
営
に
は
、

県
知
事
か
ら
の
権
限
移
譲
と
町
の

条
例
が
必
要
に
な
る
。
い
つ
か
ら

調
整
区
域
に
か
か
る
開
発
許
可
条

例
が
施
行
に
な
る
の
か
。

許
可
基
準
を
定
め
る
条

例
で
、
市
街
化
調
整
区

域
の
範
囲
や
許
可
基
準
を
制
定
で

き
、
開
発
行
為
が
可
能
と
な
る
。

条
例
制
定
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
並
行
し
検
討

・
協
議
を
進
め
、
住
民
の
意
向
調

査
・
県
と
の
協
議
や
住
民
説
明
会

を
重
ね
制
定
す
る
。

運
用
は
平
成
29
年
度
以
降
に
な
る

が
、
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
は
、

多
く
の
町
民
か
ら
条
例
制
定
を
早

く
望
む
声
が
あ
り
、
段
階
を
踏
ん

で
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長
の
3
期
目
の
政
策
に
、

幅
広
い
年
齢
層
の
人
が

交
流
・
文
化
活
動
が
で
き
る
生
涯

学
習
館
の
建
設
を
検
討
す
る
と
あ
る
。

現
在
の
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

早
急
に
対
応
す
べ
き
課

題
だ
が
、
財
源
確
保
が

進
ま
な
い
現
状
だ
。

　
構
想
段
階
だ
が
公
民
館
取
り
壊

し
の
後
、
図
書
館
機
能
を
併
設
し

た
生
涯
学
習
館
を
建
設
し
、
同
時

に
現
在
の
図
書
館
は
町
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
、
文
化

活
動
と
町
民
活
動
の
両
方
の
推
進

拠
点
づ
く
り
を
行
い
た
い
。
生
涯

学
習
館
は
単
な
る
箱
モ
ノ
で
は
な

く
、
ひ
と
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

重
要
な
施
設
と
位
置
付
け
て
お
り
、

調
査
研
究
を
行
い
補
助
金
等
の
財

源
を
確
保
し
、
建
設
に
向
け
道
筋

を
つ
け
た
い
。



県
内
の
町
村
の
中
で
、

中
学
3
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
実
施
し
て
い
な
い

の
は
昭
和
町
だ
け
だ
。
町
長
任
期

中
に
実
施
す
る
考
え
は
。

現
状
、
医
療
費
の
助
成

対
象
拡
大
の
た
め
、
周

辺
5
市
と
協
議
を
進
め
、
助
成
す

る
医
療
費
や
事
務
費
、
国
保
の
国

庫
負
担
金
等
の
減
額
、
障
害
者
の

医
療
費
助
成
が
自
動
還
付
方
式
と

な
る
不
公
平
感
や
、
多
受
診
問
題

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
他
の
5
市

と
連
携
し
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
助
成
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
。

親
か
ら
子
供
へ
の
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、

実
効
性
あ
る
対
策
が
必
要
だ
。

①
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
の
考

え
方
と
町
の
現
状
は
。

②
税
金
・
健
康
保
険
料
滞
納
な
ど

は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
だ
。

③
町
の
現
状
を
早
期
に
調
査
し
、

対
策
が
必
要
だ
が
。

②
税
な
ど
徴
収
部
門
で

の
面
談
を
含
め
、
役
場

窓
口
で
経
済
面
や
健
康
生
活
面
な
ど
、

困
り
ご
と
相
談
の
場
合
、
福
祉
・

保
健
・
教
育
委
員
会
担
当
に
つ
な

げ
る
よ
う
、
各
課
に
徹
底
し
努
め

て
い
く
。

①
③
公
的
支
援
は
今
後
と
も
不
可
欠
。

保
育
料
の
軽
減
や
学
校
給
食
費
の

軽
減
、
父
子
家
庭
食
事
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
低
所
得
世
帯
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
8
月
に
「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
を

定
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。
今
後
、
困
窮
世
帯
を

取
り
巻
く
総
合
的
な
支
援
、
教
育
・

生
活
・
就
労
・
経
済
的
な
支
援
な
ど
、

地
方
自
治
体
の
立
場
で
担
う
役
割

と
判
断
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ

助
成
制
度
の
上
乗
せ
等
、
町
単
独

施
策
な
ど
の
創
設
を
検
討
。
関
係

団
体
や
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
で
、

子
ど
も
の
貧
困
解
消
に
向
け
努
力

し
た
い
。

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

中3までの医療費無料化は

医療費助成を検討したい

助
成
制
度
上
乗
せ
や

町
単
独
施
策
検
討

子
ど
も
の
貧
困
対
策

町
の
現
状
は

町
長

河
住

河
住

昭和町

甲府市

富士吉田市

都留市

山梨市

大月市

韮崎市

南アルプス市

北杜市

甲斐市

笛吹市

上野原市

甲州市

中央市

12歳年度末
12歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
12歳年度末
9歳年度末
12歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
12歳年度末

12歳年度末
12歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
12歳年度末
9歳年度末
12歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
15歳年度末
12歳年度末

市町村名 入　院 通　院

乳幼児等医療費に対する援助の実施状況調査



障がい者の高齢化対策は
地方自治体間や民間で支える

河田あけみ 議員
か わ だ

河
田

町
長

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
で
、

障
が
い
者
自
身
の
長
寿
・

高
齢
化
や
家
族
の
高
齢
化
問
題
が

顕
著
で
、
特
に
先
天
性
の
障
害
を

持
つ
方
の
高
齢
化
が
進
む
状
況
が

あ
る
。

　
町
の
各
種
手
帳
の
交
付
状
況
を

み
る
と
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

が
5
4
6
人
、
療
育
手
帳
交
付
者

が
87
人
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
交
付
者
69
人
の
合
計
7
0
2

人
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
の
分
布

と
現
状
把
握
、
家
族
状
況
や
今
後

の
課
題
等
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

先
天
的
に
身
体
障
害
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害

を
も
っ
た
方
も
、
加
齢
に
伴
う
生

活
機
能
の
低
下
は
健
常
者
よ
り
障

害
者
の
方
が
、
日
常
生
活
へ
の
影

響
が
想
定
さ
れ
る
。

　
障
害
者
の
年
齢
分
布
は
、
身
体

障
害
者
で
61
歳
以
上
が
全
体
の
75

％
、
療
育
手
帳
所
持
者
は
40
歳
以

下
が
全
体
の
88
％
、
精
神
障
害
者

は
30
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
広
く

対
象
者
が
い
る
。

　
国
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
各
種
の
施
策
を
進
め
て
お
り
、

施
設
入
所
で
な
く
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
生
活
が
行
え
る
よ
う
な

仕
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
十
分
な
受
け
皿
が
な
い
の

が
現
状
。
支
援
施
設
の
町
単
独
設

置
運
営
は
困
難
で
、
地
方
自
治
体

間
の
協
力
や
、
民
間
の
力
で
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
生
活

や
雇
用
を
地
域
で
支
え
合
う
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
介
護
保
険

の
包
括
支
援
事
業
と
連
携
し
、
実

現
の
た
め
一
歩
ず
つ
で
も
前
進
で

き
る
よ
う
、
県
や
関
係
団
体
と
協

力
し
て
い
き
た
い
。

深刻さを増す高齢化　迅速に手厚い対応を



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

町
長

町
長

後期高齢者医療の特例軽減は

医療制度改革内容を注視する

お年寄りが元気に快適に過ごせるために
（高齢者ふれあい教室のストレッチ体操）

現
行
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
方
向
付
け

介
護
保
険
制
度
の

改
正
は
改
悪

負
担
軽
減
の
方
向
で

検
討
す
る

タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
拡
充
は

深
澤

深
澤

町
長

深
澤

町
に
は
1
、
5
0
0
人

の
後
期
高
齢
者
が
い
る
。

半
数
は
特
例
軽
減
を
受
け
て
い
る
が
、

継
続
す
べ
き
当
然
の
施
策
だ
。
町

の
考
え
は
。後

期
高
齢
者
の
保
険
料

軽
減
特
例
は
、
公
平
性

か
ら
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
例
措
置
は
段
階
的
に
縮
小
し
、

実
施
は
介
護
保
険
料
の
軽
減
の
拡

充
や
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
と
合
わ
せ
実
施
す
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
、
29
年
度
か

ら
本
則
に
戻
す
と
し
て
い
る
。
今

後
の
医
療
制
度
改
革
の
内
容
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

国
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
、
報
酬
引
き
下
げ
を
行

お
う
と
し
て
い
る
が
、
人
手
不
足

と
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
移
管
さ
れ
る
要

支
援
の
事
業
に
つ
い
て
町
は
施
策

を
ど
う
す
る
の
か
。

要
支
援
1
が
10
人
、
要

支
援
2
が
29
人
認
定
さ

れ
て
い
る
。
明
確
な
方
向
性
は
示

せ
な
い
が
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
中
で
、
移
行
猶
予
が
29
年

3
月
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

事
業
所
委
託
も
視
野
に
、
方
向
付

け
し
て
い
き
た
い
。

重
度
心
身
障
害
者
等
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業
で
、
月
4
枚
、
年
48
枚
の
乗

車
券
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
利
用

助
成
拡
充
の
考
え
は
。

近
隣
市
の
適
用
状
況
を

確
認
し
、
助
成
対
象
を

ど
の
範
囲
ま
で
行
う
か
、
助
成
対

象
等
級
や
利
用
枚
数
も
検
証
し
、

負
担
軽
減
を
図
る
方
向
で
検
討
し

た
い
。



議会だより165号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　5月末日　消印有効

特集 平成26年度、当議会が“全国町村議会○○○○”を受賞！1
角野町長施政方針　基本とするのは○つの柱2
ふれあい保養施設拡大！静岡県○○町と長野県○○○町3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。
164号クイズの答え
①街頭活動
②864
③釜無

（
75
歳
・
女
性
）

（
68
歳
・
女
性
）

（41歳・女性）

（34歳・女性）

（77歳・女性）

この他にもたくさんの回答をいただきました！
ありがとうございました。
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梨
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摩
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■
発
　
行

議
長

　萩
原
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■
発
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広
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編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
甲
府
か
ら
昭
和
55
年
に
清
水
新
居
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。
地
区
が
甲
府
と
の
境
界
に
あ
っ
た

関
係
上
、
子
ど
も
は
委
託
児
童
と
し
て
甲
府
の
学

校
に
、
私
も
籍
は
昭
和
町
に
あ
り
な
が
ら
、
地
区

か
ら
の
誘
い
も
な
く
、
お
付
き
合
い
は
徳
行
南
部

自
治
会
に
所
属
し
て
役
員
等
を
引
き
受
け
、
選
挙

等
の
公
の
時
は
清
水
新
居
の
公
会
堂
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
19
年
に
西
条
新
田
区
に
終
の
棲
家
を
構
え
、

永
年
昭
和
町
に
籍
が
あ
り
な
が
ら
、
昭
和
町
の
住

民
で
な
い
よ
う
な
27
年
間
で
し
た
が
、
町
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
小
さ
く
と
も
住
み
よ
い
町
」

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
地
区
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
、
役
員
選
出
の
時
に
生
涯
学
習
委
員
に
応

募
し
、
よ
き
先
輩
に
恵
ま
れ
、
地
区
の
人
た
ち
と

交
流
を
深
め
、
町
の
教
育
委
員
会
発
行
の
「
昭
和

町
い
き
い
き
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に

尋
ね
歩
い
て
い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
西
条
新

田
区
に
は
、
風
土
を
学
び
風
土
を
生
か
す
「
昭
和
町

風
土
伝
承
館
」
の
杉
浦
醫
院
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
町

の
人
だ
け
で
な
く
多
く
の
人
た
ち
が
見
学
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
く
昭
和
町
で
す
が
、

本
当
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
町
に
な
る

よ
う
期
待
し
、
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
米
と
野
菜
で
生
計
を
た
て
る
農
家
が
大
半
を
占

め
て
い
た
飯
喰
に
嫁
ぎ
、
45
年
が
経
ち
ま
し
た
。

当
時
は
怖
い
病
気
と
は
知
ら
な
い
ま
ま
、
空
き
缶

と
割
り
箸
を
持
っ
て
参
加
し
た
宮
入
貝
の
生
息
調
査
、

霞
堤
で
は
子
ど
も
た
ち
と
ツ
ク
シ
や
ヨ
モ
ギ
を
摘
み
、

秋
に
は
稲
田
で
イ
ナ
ゴ
や
ツ
ボ
取
り
を
し
て
食
卓

を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
の
ど
か
な
地
域
も
、
今
は
常
永
土
地
区

画
整
理
事
業
が
完
成
し
て
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

家
が
立
ち
並
び
住
民
が
増
え
、
世
界
規
模
の
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
進
出
し
、
医
療
機
関

や
さ
ま
ざ
ま
な
店
が
で
き
、
一
変
し
た
便
利
な
環

境
で
生
活
し
て
い
る
今
が
夢
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
行
政
の
多
方
面
に
渡
る
施
策
や
多
種
多

様
な
講
座
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
充
実
し
て
い
て
、

そ
の
活
動
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
と
同
時
に
、
人
と

触
れ
合
う
楽
し
さ
も
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
「
子
育
て
支
援
」
の
講
座
を
受
け
て
会
員

と
な
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
純
心
無
垢
の
子
ど
も
は
と
て
も
可
愛
く
て
、
一

緒
に
い
る
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
将
来
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た
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に
も
、
い
つ
ま
で
も
「
輝

け
る
住
み
良
い
町
」
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
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人
と
し
て

住
み
良
い
町

飯
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内
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つ
み
さん

ほ
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ち

西
条
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小
池
　
公
昭
さん
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あ
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き
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い
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日
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す

（
火
）開
催
予
定
で
す

6
月
9
日

6
月
9
日
（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
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催
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で
す

次
回
定
例
会
は

次
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定
例
会
は

（
今
澤
・
磯
部
）

（
今
澤
・
磯
部
）

　4年前に編集委員に就任して以来、今回165号の
編集を最後に委員の任期が終わります。常に、町民
の皆さまが読みやすく、議会活動や議会改革が一目
で分かるよう、先進地視察や研修を通じ研鑽を積ん
できました。その成果が県に認められ、議会だよりが
6年連続の最優秀賞に輝いたものと思います。町民
の皆さまや関係者に心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　委員長　石原高明


